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１．本年度の研究成果 

年々がん患者は増加し、在宅医療が推進されているが、在宅がん患者は栄養障害から合

併症を併発しやすく、地域では医療歳費の増加や在宅医療人材不足が危惧される。 
本研究は、これらの課題解決を目的に、在宅がん患者の総合的栄養支援システムの構

築と、「症例テキスト作成」、「全国セミナーの開催」、「臨床栄養スタートアップ講座」な

どを通じて、がん患者の栄養に精通した在宅医療人材の全国的育成を行うものである（図）。 

 
 

3 年間の事業で、3 年目の平成 28 年度は、事業を本格的実施し、研修会・全国セミナー

の開催とともに事業継続に向けた準備を行い、成果を学会や学術雑誌等に発表した。 
（１）在宅がん患者栄養サポートシステムの構築 
1) 国立病院機構刀根山病院等との連携：当初の計画通り、分担研究者の佐古田、鞍田、倭、

榎本、佐藤が、がん患者の栄養調査や心理解析を継続し、テキスト用症例をまとめた。

中間評価委員会でのコメントに適切に対応し、栄養サポートががんの再発予防等に有用

であるか、アウトカム調査を実施している（兵庫医科大学研究倫理委員会承認済）。 



2) 西宮在宅支援研究会との連携：中間評価委員会でのコメントに適切に対応し、在宅医療

に積極的に取り組む開業医のネットワーク（在宅支援研究会）と連携し、研究所内への

新たな「栄養ケアステーション」の設立による在宅がん患者の栄養支援を目的として、

「栄養ケアステーション」設立ワーキンググループを立ち上げた。 
3) 関西圏がん拠点病院アンケート調査：中間評価委員会でのコメントに適切に対応し、関

西圏のがん拠点病院を対象としたアンケート調査を実施し、在宅がん患者の栄養サポー

トが医療費削減にどの程度貢献できるかについて試算を試みた。 
（２）在宅医療人材教育プログラム開発 
1) 臨床栄養スタートアップ講座：当初の計画通り、10 月 9 日（日）と 10 月 22 日（土）

に多職種グループワークを取り入れた「臨床栄養スタートアップ講座」を実施した。 
2) 日本臨床栄養学会との連携：当初の計画通り、認定臨床栄養医研修会で在宅がん栄養講

座を岩手県（7 月 17 日）と兵庫県（7 月 31 日）で開催した。また、中間評価委員会で

のコメントに適切に対応し、e-learning システムを導入するとともに、平成 28 年度日

本臨床栄養学会総会を研究代表者が会長で開催し、本事業の成果を全国的に発信した。 
3) 日本在宅栄養管理学会との連携：当初の計画通り、教育プログラムの開発と症例テキス

ト作成を行った。中間評価委員会でのコメントに適切に対応し、学会と共同で地域の在

宅訪問管理栄養士等を対象としたアンケート調査を行った。 
 
２．前年度までの研究成果 

当初の計画通り実施し、中間評価委員会のコメントを受けて、一部見直しを行った。 
（１）在宅がん患者栄養サポートシステムの構築 
1) 刀根山病院と兵庫医科大学病院との連携：計画通り、がん患者を対象として、採用管理

栄養士が栄養実態調査や栄養サポートを実施した。 
2) 西宮在宅支援研究会との連携：中間評価委員会でのコメントに適切に対応し、開業医と

のタイアップを可能にした。 
3) 関西圏がん拠点病院アンケート調査：中間評価委員会でのコメントに適切に対応し、新

たに、がん拠点病院 160 施設にアンケート調査した。 
（２）在宅医療人材教育プログラム開発 
1)「臨床栄養スタートアップ講座」：計画通り、症例を用いた多職種グループワークや講演

を行い、参加者から高い評価を得た。 
2) 日本臨床栄養学会との連携：計画通り、認定臨床栄養医研修会（H26 年 7 月 27 日（兵

庫）、9 月 7 日（千葉）、H27 年度、大阪（7 月 5 日）、新潟（7 月 12 日））において、

がん患者栄養管理に関する教育プログラムを実施した。また、中間評価委員会でのコ

メントに適切に対応し、e-learning による研修システムの開発を理事会で決定した。 
3) 日本在宅栄養管理学会との連携：計画通り、「在宅がん栄養講座」を共同開発した。 
 
 



３．研究成果の意義及び今後の発展性 
（１）がん患者に対する栄養サポートの事例をもとにしたテキストを、今後の在宅医療福

祉人材育成やスキルアップに利活用できる。 
（２） 研究代表者が委員長の日本臨床栄養学会の研修企画委員会と連携し、全国的にがん

と栄養を含む臨床栄養の基本的知識を若手医師に習得させることが可能になる。 
（３）日本臨床栄養学会の認定臨床栄養医資格認定研修会や日本在宅栄養管理学会の在宅

訪問管理栄養士認定制度での研修会で、医師や管理栄養士を含む在宅医療に関わる医

療福祉人材に対する全国的なブラッシュアップ教育が可能になる。 
（４）本研究による在宅がん患者の栄養改善システムの開発は、がん患者の合併症併発の

リスク軽減を目的とした新規事業計画において有用な知見を提供できると思われる。 
（５）平成 18 年度からの行政との連携による支援活動をもとに、１人暮らし高齢がん患者

に対する栄養サポートが効率的に実施できるため、「高齢者の自立支援」に貢献できる。 
 
４．倫理面への配慮 

研究実施にあたっては、平成 17 年 4 月から施行された、「個人情報保護法」及び平成

27 年 4 月 1 日施行の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守する。 
すなわち、資料等の提供者、その他関係者の人権および利益保護の取り扱いや安全性につ

いては最大限に配慮を行う。研究の意義、目的、危険性の有無について文書及び口頭で十

分に説明し、インフォームド・コンセントをすべての被験者から取得する。また、研究計

画書をそれぞれの研究機関の研究倫理委員会に提出し、承認を得て研究を実施する。 
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